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(57)【要約】
【課題】簡単な支持機構により、原価が低減でき且つシ
ートバックを前後に回動させても、アームレストを略水
平に保つことができる乗り物用シートを提供する。
【解決手段】　支持機構１７は、アームレスト４をシー
トバック３に上下回転自在に軸支してなる第１軸部１１
と、アームレスト４の使用位置Ｂにおける第１軸部１１
より後側ＲＲのアームレスト４に回転自在に軸支してな
る第２軸部１３と、該第２軸部１３に回転自在に一端部
１４ａが軸支してなり且つシートバック３を前後方向に
回転するに伴い移動してなる第３軸部１５を前後にスラ
イド可能なリンク１４とより構成されてなる。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シートバックがリクライニング装置により立設された中立位置から前後に回転可能に軸
支されてなり、前記シートバックには、支持機構によりアームレストが前記シートバック
に沿った収納位置と、略水平な使用位置とに移動可能に軸支してなる乗り物用シートにお
いて、
　前記支持機構は、前記アームレストを前記シートバックに上下回転自在に軸支してなる
第１軸部と、前記アームレストの前記使用位置における前記第１軸部より後側のアームレ
ストに回転自在に軸支してなる第２軸部と、該第２軸部に回転自在に一端部が軸支してな
り且つ前記シートバックを前後方向に回転するに伴い移動してなる第３軸部を前後にスラ
イド可能なリンクとより構成されてなることを特徴とする乗り物用シート。
【請求項２】
　シートバックがリクライニング装置により立設された中立位置から前後に回転可能に軸
支されてなり、前記シートバックには、支持機構によりアームレストが前記シートバック
に沿った収納位置と、略水平な使用位置とに移動可能に軸支してなる乗り物用シートにお
いて、
　前記支持機構は、前記アームレストを前記シートバックに上下回転自在に軸支してなる
第１軸部と、前記アームレストの前記使用位置における前記第１軸部より後側のアームレ
ストに回転自在に軸支してなる第２軸部と、該第２軸部に回転自在に一端部が軸支してな
り且つ前記シートバックを前後方向に回転するに伴い移動してなる第３軸部をスライド可
能な他端部が係合してなるリンクトより構成されてなることを特徴とする乗り物用シート
。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２に記載の乗り物用シートであって、
　前記リンクの他端部には、前記シートバックが最後傾した位置及び前記シートバックが
最前傾した位置が、それぞれ第３軸部の最端末部となる長穴が形成されてなることを特徴
とする乗り物用シート。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、シートバックがリクライニング装置により立設された中立位置から前後に回
転可能に軸支されてなり、前記シートバックには、支持機構によりアームレストが前記シ
ートバックに沿った収納位置と、略水平な使用位置とに移動可能に軸支してなる乗り物用
シートに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来のシートバックがリクライニング装置により立設された中立位置から前後に回転可
能に軸支されてなり、前記シートバックには、支持機構によりアームレストが前記シート
バックに沿った収納位置と、略水平な使用位置とに移動可能に軸支してなる乗り物用シー
トが提供されている。かかる乗り物用シートのシートバックを前後に回動させても、アー
ムレストを略水平に保つことができる（例えば、特許文献１参照。）。
【特許文献１】特開平９－２５２８７４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、このような従来の技術にあっては、アームレストを支持した支持機構が
平行四辺形を保持せねばならず、複雑になることで、原価高騰の一原因になる。また、乗
り物用シートの重量が増す事で、乗り物への搬入搬出作業が困難となる。
【０００４】
　本発明は、このような従来の技術に着目してなされたものであり、簡単な支持機構によ
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り、原価が低減でき且つシートバックを前後に回動させても、アームレストを略水平に保
つことができる乗り物用シートを提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　請求項１に記載の発明は、シートバックがリクライニング装置により立設された中立位
置から前後に回転可能に軸支されてなり、前記シートバックには、支持機構によりアーム
レストが前記シートバックに沿った収納位置と、略水平な使用位置とに移動可能に軸支し
てなる乗り物用シートにおいて、前記支持機構は、前記アームレストを前記シートバック
に上下回転自在に軸支してなる第１軸部と、前記アームレストの前記使用位置における前
記第１軸部より後側のアームレストに回転自在に軸支してなる第２軸部と、該第２軸部に
回転自在に一端部が軸支してなり且つ前記シートバックを前後方向に回転するに伴い移動
してなる第３軸部を前後にスライド可能なリンクとより構成されてなることを特徴とする
。
【０００６】
　請求項２記載の発明は、シートバックがリクライニング装置により立設された中立位置
から前後に回転可能に軸支されてなり、前記シートバックには、支持機構によりアームレ
ストが前記シートバックに沿った収納位置と、略水平な使用位置とに移動可能に軸支して
なる乗り物用シートにおいて、前記支持機構は、前記アームレストを前記シートバックに
上下回転自在に軸支してなる第１軸部と、前記アームレストの前記使用位置における前記
第１軸部より後側のアームレストに回転自在に軸支してなる第２軸部と、該第２軸部に回
転自在に一端部が軸支してなり且つ前記シートバックを前後方向に回転するに伴い移動し
てなる第３軸部をスライド可能な他端部が係合してなるリンクトより構成されてなること
を特徴とする。
【０００７】
　請求項３記載の発明は、請求項１又は請求項２に記載の乗り物用シートであって、前記
リンクの他端部には、前記シートバックが最後傾した位置及び前記シートバックが最前傾
した位置が、それぞれ第３軸部の最端末部となる長穴が形成されてなることを特徴とする
。
【発明の効果】
【０００８】
　請求項１記載の発明によれば、支持機構は、前記アームレストを前記シートバックに上
下回転自在に軸支してなる第１軸部と、前記アームレストの前記使用位置における前記第
１軸部より後側のアームレストに回転自在に軸支してなる第２軸部と、該第２軸部に回転
自在に一端部が軸支してなり且つ前記シートバックを前後方向に回転するに伴い移動して
なる第３軸部を前後にスライド可能なリンクとより構成されてなることを特徴とするため
、簡単な支持機構により、原価が低減でき且つシートバックを前後に回動させても、アー
ムレストを略水平に保つことができる。
【０００９】
　請求項２記載の発明によれば、支持機構は、前記アームレストを前記シートバックに上
下回転自在に軸支してなる第１軸部と、前記アームレストの前記使用位置における前記第
１軸部より後側のアームレストに回転自在に軸支してなる第２軸部と、該第２軸部に回転
自在に一端部が軸支してなり且つ前記シートバックを前後方向に回転するに伴い移動して
なる第３軸部をスライド可能な他端部が係合してなるリンクトより構成されてなることを
特徴とするため、簡単な支持機構により、原価が低減でき且つシートバックを前後に回動
させても、アームレストを略水平に保つことができる。
【００１０】
　請求項３記載の発明によれば、前記リンクの他端部には、前記シートバックが最後傾し
た位置及び前記シートバックが最前傾した位置が、それぞれ第３軸部の最端末部となる長
穴が形成されてなることを特徴とするため、シートバックの傾動した位置によって、第３
軸部に対して長穴の一端部と他端部との間をスライドすることで、確実にアームレストを
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略水平な位置に保持可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　簡単な支持機構により、原価が低減でき且つシートバックを前後に回動させても、アー
ムレストを略水平に保つことができる乗り物用シートを提供する、という目的を、支持機
構は、前記アームレストを前記シートバックに上下回転自在に軸支してなる第１軸部と、
前記アームレストの前記使用位置における前記第１軸部より後側のアームレストに回転自
在に軸支してなる第２軸部と、該第２軸部に回転自在に一端部が軸支してなり且つ前記シ
ートバックを前後方向に回転するに伴い移動してなる第３軸部を前後にスライド可能なリ
ンクとより構成されてなることで、実現した。
【００１２】
［実施例］
　以下、本発明の第１の実施例を図１～図１０に基づいて説明する。符号１は、「乗り物
」としての自動車のシートである。該シート１は、運転席でも助手席でも、後席でも良い
。
【００１３】
　前記シート１は、シートクッション２と、シートバック３とよりなり、前記シートクッ
ション２及び前記シートバック３にそれぞれ固設されてなる図示しないリクライニング装
置により、前記シートバック３が、図６に示す立設された中立位置から図９及び図１０に
示す前側ＦＲに回転した位置及び後側ＲＲに回転した位置にそれぞれ移動可能に軸支され
てなる。前記シートバック３には、支持機構１７によりアームレスト４の先端部が上側Ｕ
Ｐを向く収納位置Ａ（図３乃至図５参照）と、アームレスト４の先端部が該収納位置Ａか
ら下側ＬＷＲに移動して略水平な使用位置Ｂ（図６乃至図１０参照）とに移動可能に軸支
してなる。前記収納位置Ａは、図１に示すように、前記アームレスト４をシートバック３
に沿った状態である。図１及び図２に示す符号５は、前記シートバック３に支持されてな
るヘッドレストである。符号２５は、前記リクライニング装置により、前記シートバック
３を前後に回転させる際の回転中心となる軸部である。
【００１４】
　前記シートバック３は、前記リクライニング装置が固定されてなるパイプ状のフレーム
７と、該フレーム７の後側ＲＲに配設されてなる平板状のパーン８と、前記フレーム７及
びパーン８を覆う図示しない緩衝部材と、該緩衝部材を覆う図示しない表皮とより構成さ
れてなる。前記パーン８には、増強させるためのビードなどが適宜形成されてなる。
【００１５】
　前記アームレスト４は、前記使用位置Ｂでの前後に長尺な閉ループ状の金属製のアーム
レスト本体９と、該アームレスト本体９を覆う図示しない緩衝部材と、該緩衝部材を覆う
図示しない表皮とより構成されてなる。
【００１６】
　前記アームレスト本体９の左側（図４の右側）には、図４に示す支持部材２３が固設さ
れてなり、該支持部材２３の基部は、前記シートバック３のパーン８に図示しない第４軸
部により回転自在に軸支されている。
【００１７】
　前記支持機構１７は、前記アームレスト４の右側（図４の左側）を前記シートバック３
に上下回転自在に軸支してなる第１軸部１１と、前記アームレスト４の前記使用位置Ｂに
おける前記第１軸部１１より後側ＲＲのアームレスト４の基部であるアーム１０に回転自
在に軸支してなる第２軸部１３と、該第２軸部１３に回転自在に一端部１４ａが軸支して
なり且つ前記シートバック３を前後方向に回転自在に軸支してなる第３軸部１５をスライ
ド自在に他端部１４ｂが係合してなるリンク１４とより構成されてなる。
【００１８】
　前記支持機構１７により、前記アームレスト４は、前記使用位置Ｂに前記アームレスト
４を移動した後は、いかなる位置に前記シートバック３を移動しても、前記アームレスト
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４を使用位置Ｂ、即ち略水平な位置に保持することを可能としている。
【００１９】
　前記リンク１４の他端部１４ｂには、前記シートバック３が図１０に示す最後傾した位
置及び前記シートバック３が図９に示す最前傾した位置が、それぞれ第３軸部１５の最端
末部となる長穴１６が形成されてなる。
【００２０】
　前記第１軸部１１は、前記パーン８に側面視（つまり、図６のように）くの字状に形成
されてなるブラケット１２に軸支されてなり、前記第２軸部１３は、前記アーム１０の後
端部に突設されてなり、第３軸部１５は、前記シートバック３をの支持手段２７に形成さ
れてなる逆Ｕ字状の係合部２４を前後側ＦＲ，ＲＲにスライド自在に軸支してなる。
【００２１】
　次に、第１の実施例の作用を説明する。
【００２２】
　前記支持機構１７は、前記アームレスト４を前記シートバック３に上下側ＵＰ，ＬＷＲ
に回転自在に軸支してなる第１軸部１１と、前記アームレスト４の前記使用位置Ｂにおけ
る前記第１軸部１１より後側ＲＲのアームレスト４を構成するアーム１０に回転自在に軸
支してなる第２軸部１３と、該第２軸部１３に回転自在に一端部１４ａが軸支してなり且
つ前記シートバック３を前後ＦＲ，ＲＲ何れかの方向に回転するに伴い移動してなる第３
軸部１５を前後ＦＲ，ＲＲ何れかの方向にスライド可能なリンク１４とより構成されてな
るため、簡単な支持機構１７により、原価が低減でき且つシートバック３を前後ＦＲ，Ｒ
Ｒ何れの方向に回動させても、アームレスト４を略水平の使用位置Ｂに保つことができる
。
【００２３】
　前記リンク１４の他端部１４ｂには、前記シートバック３が、図９に示す前記シートバ
ック３が最前傾した位置及び図１０に示す最後傾した位置で、それぞれ第３軸部１５の最
端末部となる長穴１６が形成されてなるため、シートバック３の傾動した位置によって、
第３軸部１５に対して長穴１６の一端部と他端部との間をスライドすることで、確実にア
ームレスト４を略水平な使用位置Ｂに保持可能となる。図７及び図８は、前記シートバッ
ク３が、図６に示す中立位置から図９に示す最前傾した位置までの途中の傾動位置を参考
に示したものである。
【００２４】
　前記アームレスト４は、かかる関係でシートバック３に支持されてなるので、前記アー
ムレスト４に内蔵されている図示しないカップホルダに、飲み物や小物を置いた状態で、
シートバック３の角度を変えても、前記アームレスト４が、使用位置Ｂである略水平な位
置に保持されるので、ずれたり落ちたりすることがない。
【００２５】
　図１１は、本発明の第２の実施例について、本発明の第１の実施例と異なる点のみ説明
する。
【００２６】
　前記支持部材２３の基部を軸支する図示しない第４軸部は、前記支持部材２３の第１貫
通穴２３ａに回転自在に軸支されてなり、該第１貫通穴２３ａより後側ＲＲの第２貫通穴
２３ｂには、前記第２軸部１３が軸支される。該第２軸部１３には、前記実施例同様、リ
ンク１４の一端部１４ａが軸支されてなる。
【００２７】
　次に、第２の実施例の作用を説明する。
【００２８】
　前記支持機構１７は、前記アームレスト４を前記シートバック３に上下側ＵＰ，ＬＷＲ
に回転自在に軸支してなる第１軸部１１、第４軸部と、前記アームレスト４の前記使用位
置Ｂにおける前記第１軸部１１、第４軸部より後側ＲＲのアームレスト４のを構成するア
ーム２３に回転自在に軸支してなる第２軸部１３と、該第２軸部１３に回転自在に一端部
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１４ａが軸支してなり且つ前記シートバック３を前後ＦＲ，ＲＲ何れかの方向に回転する
に伴い移動してなる第３軸部１５を前後ＦＲ，ＲＲ何れかの方向にスライド可能なリンク
１４とより構成されてなるため、簡単な支持機構１７により、原価が低減でき且つシート
バック３を前後ＦＲ，ＲＲ何れの方向に回動させても、アームレスト４を略水平の使用位
置Ｂに保つことができる。
【００２９】
　前記リンク１４の他端部１４ｂには、前記シートバック３が、前記シートバック３が最
前傾した位置及び最後傾した位置で、それぞれ第３軸部１５の最端末部となる長穴１６が
形成されてなるため、シートバック３の傾動した位置によって、第３軸部１５に対して長
穴１６の一端部と他端部との間をスライドすることで、確実にアームレスト４を略水平な
使用位置Ｂに保持可能となる。
【００３０】
　前記アームレスト４は、かかる関係でシートバック３に支持されてなるので、前記アー
ムレスト４に内蔵されている図示しないカップホルダに、飲み物や小物を置いた状態で、
シートバック３の角度を変えても、前記アームレスト４が、使用位置Ｂである略水平な位
置に保持されるので、ずれたり落ちたりすることがない。
【産業上の利用可能性】
【００３１】
　以上の実施例では、乗り物用シートとして自動車用のシート１を例にして説明したが、
これに限定されず、航空機、鉄道車両、車両、船舶などに搭載されているシートでも良い
。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】本発明の第１の実施例に係るアームレストが収納位置にある乗り物用シートの正
面図。
【図２】図１のアームレストが使用位置にある乗り物用シートの正面図。
【図３】図１の乗り物用シートのシートバックが中立位置にあり且つアームレストが収納
位置にあることを示す側面図。
【図４】図３のアームレストの骨格を示す斜視図。
【図５】図４のＶ部の拡大斜視図。
【図６】図３のアームレストを使用位置にした状態に示す側面図。
【図７】図６のシートバックがほぼ垂直な位置にした状態に示す側面図。
【図８】図６のシートバックが前傾した状態に示す側面図。
【図９】図６のシートバックが最前傾した状態に示す側面図。
【図１０】図６のシートバックが最後傾した状態に示す側面図。
【図１１】本発明の第２の実施例に係るアームレスト骨格を示す分解斜視図。
【符号の説明】
【００３３】
　１　「乗り物」としての自動車のシート
　２　シートクッション
　３　シートバック
　４　アームレスト
　１０、２３　アームレストの基部
　１１　第１軸部
　１３　第２軸部
　１４　リンク
　１４ａ　リンクの一端部
　１４ｂ　リンクの他端部
　１５　第３軸部
　１６　長穴



(7) JP 2009-285193 A 2009.12.10

　１７　支持機構
　ＦＲ　前側
　ＲＲ　後側
　ＵＰ　上側
　ＬＷＲ　下側
　Ａ　収納位置
　Ｂ　使用位置

【図１】

【図２】

【図３】
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【図４】 【図５】

【図６】 【図７】
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【図８】 【図９】

【図１０】 【図１１】



(10) JP 2009-285193 A 2009.12.10

10

フロントページの続き

(74)代理人  100095500
            弁理士　伊藤　正和
(74)代理人  100101247
            弁理士　高橋　俊一
(74)代理人  100098327
            弁理士　高松　俊雄
(72)発明者  朴　吉三
            神奈川県綾瀬市小園７７１番地　ジョンソン　コントロールズ　オートモーティブ　システムズ株
            式会社内
Ｆターム(参考) 3B099 AA05  BA10 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

